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立憲民主党「ＪＲ二島・貨物ワーキングチーム（ＷＴ）は、１２月１１日に国土交通省・赤

羽国土交通大臣宛てに「ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物への支援に関する要望書」を提出し

ました。 

要望書には、①新たに経営分離される並行在来線の維持と貨物調整金への適用、②自然災害

による鉄道網の寸断における早期復旧体制の構築や代行輸送時の経費の支援など、激甚災害を

想定した鉄道輸送網の強化、③国鉄改革のスキーム（貨物調整金、線路使用料算出ルール、運

行管理ルール）の恒久化を含めた制度の在り方の早期検討が記載されました。 

この内容は、１１月２７日に貨物労組がＪＲ総連と共に取り組んだ国会議員要請行動におい

て「ＪＲ貨物の『存立基盤』の確立にむけた要請」の内容と同じものです。この要請行動に参

加頂いた道下衆議院議員が国土交通省に手渡されたとのことです。貨物労組の取り組みによっ

て、私たちの主張がまたひとつ前進しました。 

                提出された要望書→ 

           

         ←意見交換を行なう道下議員 

           ↓国会議員要請行動の様子 

    

 

 

 

  


